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こ
の
一
年
の
安
全
を
祈
る

　

１
月
８
日
（
日
）、
大
槌
町

消
防
団
（
煙
山
佳
成
団
長
）
の

平
成
24
年
防
火
祈
願
が
小
鎚
神

社
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
各
分
団
の
幹
部
や
婦
人
消

防
協
力
隊
の
皆
さ
ん
が
集
ま

り
、
今
年
一
年
の
無
火
災
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
、
碇
川
町
長
は
、

「
昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
、
わ
が
身
の
危

険
を
顧
み
ず
活
動
し
犠
牲
と
な

ら
れ
た
消
防
団
員
16
名
、
婦
人

消
防
協
力
隊
員
14
名
の
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
ご
遺
族
に
対
し
哀
悼
の
意

を
表
し
た
い
。
ま
た
、
防
災
の

拠
点
と
な
る
消
防
施
設
や
資
機

材
が
流
失
し
困
難
を
極
め
る
な

か
、
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
災

害
活
動
を
し
た
消
防
の
崇
高
な

精
神
は
、
地
域
防
災
の
要
で
あ

る
。
今
後
も
、
犠
牲
と
な
ら
れ

た
消
防
団
員
の
ご
遺
志
を
継

ぎ
、
大
槌
町
の
防
災
の
た
め
、

尽
力
い
た
だ
き
た
い
。」
と
訓

示
し
ま
し
た
。

大
槌
町
消
防
団
が

防
火
祈
願
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一年の交通安全を祈願
　交通安全祈願祭は 1 月 5 日（木）、小鎚神社で

行われ、交通安全協会、交通指導隊ほか各関係機

関の皆さんが一年間の交通安全を祈願しました。

　ボランティアなどによる交通量の増加や仮設住

宅生活のスタートによって、道路の通行などには

より一層の注意が必要になっており、参加者のみ

なさんは町民の安全と交通死亡事故ゼロの継続を

願っていました。

　12 月 26 日（月）、吉里吉里小学校において、湯田小学校、

沢内小学校の訪問交流会が行われました。訪問した２つの

小学校は、これまで吉里吉里小学校に対する支援を行って

おり、感謝の気持ちを示そうと企画されました。交流会は、

児童会執行部による進行。訪問した小学校の執行部からは

お米や募金が贈呈され、吉里吉里小児童会長の川畑樹音さ

んが感謝の言葉を述べました。また、全校で合唱「この星

に生まれて」をプレゼントしました。

　終了後、湯田小、沢内小の児童は、吉里吉里小学校の校

舎を見学し、窓から見える海や、屋上にあるプールなどに

驚いていました。

　吉里吉里小では、震災がきっかけで生まれた絆を大切に

し、今後も交流を続けていくとのことです。

　12 月 22 日（木）、シーサイドタウンマスト、ホーマッ

ク大槌店が再開を果たし、オープンしました。前日から雪

が降り、あいにくの空模様でしたが、開店と同時に店内は

多くの人でにぎわいました。以前からのお店のほかに、銀

行や病院、介護支援事業所などもあり、前にも増して生活

に密着したスペースとして利用が期待されます。また、店

内はかつての面影を残しながらも、新規の店舗が多数参入

しており、新しい買い物や交流の場として、たくさんの人

の活気ある笑顔が見られました。

震災で生まれた絆
西和賀の小学生が吉里吉里小を訪問

シーサイドタウンマスト、

ホーマックがオープン
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平
成
23
年
12
月
22
日
大
槌
町
役
場
仮
設
庁

舎
町
長
室
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
国
際

開
発
救
援
財
団
（
以
下
「
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
と
い

う
。」）
と
、
平
成
23
年
度
分
の
学
校
給
食
費

お
よ
び
保
育
所
保
育
料
等
の
支
援
に
つ
い
て

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
い
、
大
槌
町

で
は
平
成
23
年
度
の
児
童
・
生
徒
に
関
す
る

学
校
給
食
費
、
保
育
所
保
育
料
等
に
つ
い
て

全
員
全
額
免
除
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

免
除
に
よ
り
不
足
し
た
財
源
の
う
ち
、
被

災
者
分
は
国
の
補
助
金
等
に
よ
り
補
て
ん
さ

れ
ま
す
が
、
一
部
補
て
ん
さ
れ
な
い
分
（
約

４
２
０
０
万
円
）
の
う
ち
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
か
ら
総

額
２
８
０
０
万
円
の
支
援
を
戴
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
は
、
被
災
直
後
か
ら
大
槌
町
に

対
し
て
、
食
料
品
お
よ
び
家
電
製
品
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
ク
ラ

ブ
活
動
の
支
援
も
戴
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
の
支
援
の
目
的
は
、
町

民
の
負
担
軽
減
に
よ
り
町
の
活
性
化
を
促
進

し
復
興
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
す
。

平
成
24
年
度
学
校
再
編
な
ら
び
に

小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る

地
域
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

公
益
財
団
法
人　

国
際
開
発
救
援
財
団
（
Ｆフ
ァ
イ
ダ
ー

Ｉ
Ｄ
Ｒ
）
と

支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

碇川町長と握手を交わす国際開発救援財団常務理事　江川信彦氏

給
食
費
・
保
育
料
等
を
支
援

●避難所への物資提供

　（衛生用品、食料品、テーブル・椅子など）

●仮設住宅入居世帯、集会所への支援

　（扇風機、掃除機、ファンヒーターなど）

●移動販売車による巡回販売の企画

　（山崎製パン㈱、岩間商店が実施）

●自治会形成の支援

　応急仮設住宅特別プロジェクトチームに加

わり、仮設住宅ごとの懇談会を開催。お茶やお

菓子を囲んでの交流では、自己紹介から始ま

り、仮設住宅での困りごとや今後の課題につい

て話しあいました。自治会の代表者や班長が、

この懇談会によって決まった仮設団地も多数

あります。
仮設住宅の課題や自治会について話し合う懇談会

ＦＩＤＲによるこれまでの主な支援

　愛知ボランティアセンターでは東日本大震災被災者支援として、震災孤
児遺児に応援金を送る活動を行っています。

■応募できる方
　①東日本大震災による直接的、間接的な理由でご両親（のどちらか）、
または保護者を亡くされた方
　② 2011 年度　18 歳以下の方（定時制高校生は 19 歳以下も可）
■申込締切
　２月 29 日（水）
■必要書類
　震災孤児遺児応援金申請用紙（就学者用）、（未就学児用）、（就職者用）
のいずれか
　就学者の方は園・学校長の対象者であることの証明と印鑑
　未就学児・就職者の方は戸籍謄本
　※申請用紙は各保育園、幼稚園、学校もしくは役場総合窓口で受け取っ
てください。
■応募方法
　必要書類に記載の上、愛知ボランティアセンターまで送ってください。
■応援金額・期間
　年１回　２〜３万円程度（寄せられた応援金を申請者数で割ります）
　対象者が高校を卒業する年度または満 18 歳になる年度まで

 〒456-0006　名古屋市熱田区沢下町８－４愛知私学館内
愛知ボランティアセンター応援金申請受付係
　 ℡　090-6590-3117
   HP　http://aichiborasen.org/

■
内
容
：
学
校
再
編
の
方
向
性
及
び
小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
説
明
と
そ
の
意

見
交
流
に
つ
い
て

１
．
町
方
・
安
渡
・
赤
浜
地
区
地
域
懇
談
会

　

日
時　

①
平
成
24
年
1
月
25
日
（
水
）　

午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

　
　
　
　

②
平
成
24
年
1
月
29
日
（
日
）　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
00
分

　
　
　
　

※
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
の
日
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
ど
ち
ら
も
同
様
の
説
明
内
容
と
な
り
ま
す
）

　

会
場　

大
槌
町
中
央
公
民
館　

3
階　

大
会
議
室

　

参
加
対
象　

大
槌
小
学
校
・
大
槌
北
小
学
校
・
安
渡
小
学
校
・
赤
浜
小
学
校
・

　
　
　
　
　
　

大
槌
中
学
校
の
保
護
者
及
び
町
方
・
安
渡
・
赤
浜
地
区
の
住
民

２
．
吉
里
吉
里
地
区
地
域
懇
談
会

　

日
時　

①
平
成
24
年
1
月
27
日
（
金
）　

午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

　
　
　
　

②
平
成
24
年
1
月
29
日
（
日
）　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
12
時
00
分

　
　
　
　

※
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
の
日
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
ど
ち
ら
も
同
様
の
説
明
内
容
と
な
り
ま
す
）

　

会
場　

吉
里
吉
里
中
学
校　

体
育
館

　

参
加
対
象　

吉
里
吉
里
小
学
校
・
吉
里
吉
里
中
学
校
の
保
護
者
及
び
吉
里
吉

　
　
　
　
　
　

里
地
区
の
住
民

 

学
務
課　

℡
４
２
―
６
１
０
０

震災孤児遺児応援金の応募について大
槌
小
学
校
校
舎
を
役
場
仮
設
庁
舎
へ

〜
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
〜

　

町
は
、
大
槌
小
学
校
校
舎
を
役
場
仮
設
庁
舎
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
改
修
工
事
に
着
手
し
ま

す
。
工
事
作
業
中
は
、
現
場
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
工
事
期
間
】　

平
成
24
年
1
月
〜
（
平
成
24
年
度
竣
工
を
予
定
）

 

財
政
課
管
財
班　

℡
４
２
―
８
７
１
２
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まちのお知らせ

　大槌町では、東日本大震災による被害状況や復旧・復興に向けた取り組み等の記録
を残し、後世に伝えるため、町民の皆さんが撮影した画像や動画を募集します。
　ご提供いただいた画像や動画は、大槌町の資料とさせていただくほか、町のウェブ
サイトや出版物等に使用し、防災対策や教育、啓発、復興活動などに活用させていた
だきます。
１　募集期間
　　３月９日（金）まで
２　募集内容
　　東日本大震災に関連する画像や動画全般
　・写真：プリント（カラー・白黒）
　・写真：デジタルデータ
　・動画：形式は問いません
３　提出方法
　　任意の用紙に住所、氏名、年齢、性別、電話番号、撮影日時・場所を記入の上、
　総務課まで郵送または直接ご持参ください。 
　※ＣＤ・ＤＶＤまたはそのほかの記録媒体に保存し、提出願います。
４　注意事項
　　提供いただいた写真の著作権は提供者に帰属します。ただし、提供者は町に対し
　て、提供した写真を広報等で使用する（複製・展示・貸与・出版を含む）権利を無
　償で許諾するものとします。

 総務課総務広聴班　℡ 42-8710

健康診査結果説明会について

　２月５日（日）に、かねざわ図書室が
開館します。開館を記念して、新春初笑
寄席を開催します。
　大槌町と図書館業務を共催で実施して
おります、公益社団法人シャンティ国際
ボランティア会（SVA）が旧金沢小学校
校舎に図書室を開館します。
　図書室の開館にあわせて、オープニン
グチャリティ寄席を開催します。
　落語家の「桂　歌若」師匠、太神楽曲
芸の「鏡味　初音」さんによる新春公演
です。
■日　時　2 月 5 日（日）13：30 開演
■場　所　旧金沢小学校体育館
■入場料　無料

 生涯学習課　℡ 42-2300

かねざわ図書室が開館！新春初笑寄席

　岩手県最低賃金が、平成 23 年 11 月
11 日より時間額 644 円から 645 円と
なっています。

・岩手県内で働くパートタイマー・アル
バイト等を含む全ての労働者に適用され
ます。

・賃金額が、時間額 645 円を下回ってい
る場合は、発効日から、時間額 645 円
以上となるよう賃金額を改定する必要が
あります。

・岩手県最低賃金（地域別）の他、産業
別最低賃金が 5 つ設定されています。
※詳細は、岩手労働局労働基準部賃金室
へ問い合わせください。

 ℡ 019-604-3008

改正された岩手県最低賃金が発効しています

　生命保険や損害保険の保険金については、保険料の負担者や支払原因によって、課
税関係が異なってきます。

【生命保険】
　生命保険を受け取る場合、その保険金が死亡に基づくものか、満期によるものか、
また、保険料の負担者は誰なのかなどによって課税関係が異なります。
　夫婦間でみると、次の表のようになります。

区分 被保険者 負担者 受取人 保険事故等 課税関係
① 夫 夫 夫 満期 夫の一時所得

② 夫 夫 妻
満期 妻に贈与税

夫の死亡 妻に相続税

③ 妻 夫 妻 夫の死亡
妻に相続税（生命保険契約に関す

る権利）

④ 妻 夫 夫
満期

夫の一時所得
妻の死亡

一時所得の場合の課税所得の計算式
{( 保険金−支払保険料 ) − 50 万円 } × 1/2
　保険金については各保険会社から届いているお知らせを確認するか、不明なことに
ついては最寄りの税務署に確認してください。

釜石税務署　℡ 0193-25-2081（代表）

保険金を受け取ったときの税金について

　事業を再開する人を支援する上記補助
金の申請締切を 1 月 31 日（火）まで延
長します。
まだ申請をしていない人は、早めに申請
をお願いします。

大槌町産業振興課　℡ 42-8717
　 大槌商工会　℡ 42-6550

被災事業者再開支援補助金の締切について

　相談を下記のとおり実施します。会場は
大槌町仮設保健センター（寺野）です。

【7 か月児相談】
■実施日　2 月 6 日 ( 月 )　
■対象者　平成 23 年 7 月生まれ
■受付時間　9：30 〜 10：00

【4 か月児相談】
■実施日　2 月 6 日 ( 月 )　
■対象者　平成 23 年 10 月生まれ
■受付時間　13：30 〜 14：00
※ 4 か月児相談はＢＣＧ予防接種後に
同会場で実施します。

福祉課健康推進班  ℡ 42-8715

7 か月・4か月児相談のお知らせ

　BCG 予防接種を実施します。会場は
大槌町仮設保健センター（寺野）です。
■実施日　2 月 6 日 ( 月 )　
■対象者　平成 23 年 10 月生まれ
■受付時間　13：00 〜 13：20
■持ち物　予診票、母子健康手帳

福祉課健康推進班  ℡ 42-8715

予防接種のお知らせ

　12 月に実施した健康診査の結果説明会を下記のとおり行います。
　数値の見方や日頃の健康状態で気になることなど、保健師が個別に対応します
ので、都合の良い会場または日程で参加してください。

日　程 会　場 受付時間

2 月   7 日（火） 大槌町仮設保健センター（寺野）

13：30 ～ 15：00

2 月   8 日（水） 桜木町保健福祉会館

2 月   9 日（木） 吉里吉里地区体育館

2 月 10 日（金） 大ケ口多目的集会所

2 月 15 日（水） かみよ稲穂館

2 月 21 日（火） 中央公民館 ３F 大会議室

持ってくるもの
（１）　郵送された「健診結果」　（全員）
（２）　健康手帳、おくすり手帳など（現在使用しているものがある人）

 福祉課健康推進班　℡ 42-8715　　町民課国保年金班　℡ 42-8713

東日本大震災に関連する画像や動画を募集します

　町は、広報３月号に東日本大震災犠牲
者名簿の掲載を予定しています。
　対象は、下記のとおりです。
① ３月 11 日に亡くなられた方で、死亡

届を提出されている方
② 行方不明となられている方で、死亡届

を提出されている方
　下記の場合には、2 月 15 日 ( 水 ) ま
でに、役場総務課まで連絡してください。
１　犠牲者名簿への掲載を辞退する場合
２ 　行方不明となられている方で、死亡

届を提出していないが、犠牲者名簿へ
の掲載を希望する場合
総務課総務広聴班　℡ 42-8710

死亡届に関する相談は、
町民課町民生活班　℡ 42-8713

東日本大震災犠牲者名簿の作成について

　前号で掲載した、第 23 回大槌町ユニ
ホック大会は、3 月 18 日（日）に延期し
ます。詳しい日時、大会様式などについ
ては、広報 2 月 6 日号でお知らせします。

生涯学習課  ℡ 42-2300

ユニホック大会の延期について 　被災、その他の事情により指定納期内に納付が困難な人は、納税相談に応じますの
で、印鑑を持参し早めに相談してください。
　なお、月末 3 日間は相談・納付窓口を夜 7 時 30 分まで延長して開設します。
■夜間窓口開設日　1 月 27 日 ( 金 )、1 月 30 日 ( 月 )、1 月 31 日 ( 火 )　
■場所　大槌町役場税務会計課窓口

 税務会計課　℡ 42-8711

納税相談の実施・夜間窓口の開設について

　岩手労働局の就職支援ナビゲーターが仮設住宅などを訪問し、職業相談・雇用

保険の失業給付に関する出張相談を行います。

日　　　付 相　談　会　場 時　　　間
2月 2日（木） 小 鎚 第 20 仮 設 団 地

12:00 ～ 13:30

2 月 3 日（金）
小 鎚 第 16 仮 設 団 地
吉 里 吉 里 仮 設 団 地

2月 6日（月）
吉 里 吉 里 第 2 仮 設 団 地
大 槌 仮 設 団 地

2月 8日（水） 中 央 公 民 館
2月 9日（木） 小 鎚 第 12 仮 設 団 地

2月 10 日（金）
安 渡 第 2 仮 設 団 地
大 槌 第 5 仮 設 団 地

2月 13 日（月） 大 槌 第 7 仮 設 団 地
2月 14 日（火） 大 槌 第 9 仮 設 団 地

2月 15 日（水）
中 央 公 民 館
赤 浜 第 3 仮 設 団 地

2月 16 日（木） 吉 里 吉 里 第 5 仮 設 団 地
2月 17 日（金） 吉 里 吉 里 仮 設 団 地
2月 20 日（月） 大 槌 第 8 仮 設 団 地

2月 21 日（火）
小 鎚 仮 設 団 地
大 槌 仮 設 団 地

2月 22 日（水） 中 央 公 民 館
2月 23 日（木） 大 槌 第 5 仮 設 団 地
2月 24 日（金） 小 鎚 第 8 仮 設 団 地
2月 27 日（月） 小 鎚 第 20 仮 設 団 地

2月 28 日（火）
小 鎚 第 16 仮 設 団 地
大 槌 第 7 仮 設 団 地

2月 29 日（水） 赤 浜 第 3 仮 設 団 地

※天候・交通事情により、開催時間に到着できない場合や中止となることがあります。

 岩手労働局　職業安定課　就職支援ナビゲーター　藤原　℡　080-2807-7561

就職支援ナビゲーターによる出張相談会（2月 2日〜 29 日）

　震災の影響により既存の借入れの返済
に困っている人のために、「私的整理に
関するガイドライン」に基づく債務の整
理についての無料相談会を開催します。
■日程　2 月 2 日（木）
■時間　10:00 〜 15:00
■会場　大槌町役場仮設庁舎会議室
■申し込み　不要

個人版私的整理ガイドライン運営委
員会　℡ 019-606-3622

債務の整理でお困りの方へ

　義援金、災害弔慰金、被災者生活再建支援金等を受け取った場合非課税となります。
 釜石税務署　℡  0193-25-2081（代表）

災害関連支給金関係について
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 町は、今後の住宅再建について、被災した町民の皆さんが現時点でどのような考えを持っているのか、意向

調査を実施しています。

　この調査により、皆さんの居住先が決定されるものではありませんが、今後、各地域における住宅の再建

場所などを示した土地利用計画を策定するための、参考となる調査ですので、皆さんのご理解とご協力をお

願いします。

（１）調査票について

・1月 13日（金）に発送済み　　※調査は個人単位ではなく、世帯単位です。

（２）対象者について

・平成 23年 3月 11日現在で、大槌町に住民票があり、「全壊」、「大規模半壊」、「半壊」の罹災証明書が交

付されている世帯に送付しています。

（３）調査票の回収および提出について

■大槌町内の応急仮設住宅に住んでいる人

・平成 24年 1月 19日（木）～ 1月 25日（水）の期間に係員が順次、皆さんのお宅を訪問し調査票を回収

していますので、できるだけ事前に記入しておくようお願いします。

・回収の際には、記入漏れがないか係員が内容をチェックします。また、書き方がわからないなど、不明な

点があれば気軽に相談してください。

・訪問回収の際に不在だった場合は、次回の訪問日や回収方法などを知らせる「連絡票」をポストに投函し

ますので、ご確認願います。

■その他の人

・平成 24年 1月 23日（月）までに返送してください（同封の返信用封筒で回答）。

　　※締切りを過ぎた場合でも受け付けますが、なるべく早目に提出するようお願いします。

（４）調査票が届いていない人（またはそのような人を知っているという人）

・上記に加え、住民票が大槌町にはない人で、土地や家屋を町内に所有している人も対象と

していますが、調査票が行き届かない場合もあります。そのような人は、下記まで連絡してください。　　 

・大槌町公式ホームページ（http://www.town.otsuchi.iwate.jp/）からも調査票をダウンロードできます。メー

ルおよびＦＡＸでも受け付けます。

【問い合わせ先】　大槌町役場　復興局復興推進室　℡０１９３－４２－８７１４

住宅再建に関する調査のお願い

■掲載紙面　広報おおつちお知らせ版（毎月 20 日号）
■掲載料　　１号広告（4.5㎝× 8.8㎝）      5,000 円 / 月
　　　　　　 ２号広告（4.5㎝× 17.9㎝）10,000 円 / 月
■発行部数　6,300 部
■原稿締切　掲載日（20 日号）の前月末
※申込数により、掲載できない場合があります。

総務課総務広聴班  ℡ 42-8710 

広告を掲載しませんか？
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